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別表 二次審査の基準 

 

二次審査の基準 

審査項目 主な審査内容 配点 様式 

業

務

実

績

等 

会社概要 ・技術士数の多寡、支店・営業所等の所在地等（事

務局との遠近等。） 

5 
第 3 号 

業務実績 ・過去年間の業務実績。（同種・類似業務の多寡。） 5 第 4 号 

管理技術者

業務実績等 

・業務に必要な資格の保有数、個人業務実績(経

験)、個人手持ち業務の多寡。 

5 
第 5 号 

企

画

提

案 

業務実施方

針 

・業務の目的及び業務内容がどれほど理解されて

いるのか。 

・業務実施にあたっての基本的な考え方。 

10 第 10 号 

業務実施体

制・手法 

・業務遂行のため、十分な人員配置や組織体制であ

るのか。 

・その手法は妥当なものであるのか。 

10 第 11 号 

業務実施ス

ケジュール 

・業務実施スケジュールは、業務内容を十分理解し

た具体的かつ適切なものとなっているか。 
8 第 12 号 

業務に関す

る提案 

・（P.4 参照）「業務に関する提案」で掲げた各テー

マについての認識度や理解度について。 

・各テーマの実施方法・手順に具体性があるか。 

・各テーマの提案内容については、実現性・実用性

があるか。 

・提案に創造性や工夫が感じられるか。 

＊テーマは 8項目あり、それぞれ審査を行う。 

40 第 13 号 

プレゼンテ

ーション 

・業務に対する意欲が感じられるか。 

・説明は分かりやすいか。 

・専門知識・技術力の豊かさが感じられ、提案内容

に説得力があるか。 

・質問に対する応答は的確、迅速、丁寧さがあるか。 

8  

参考見積書 ・適正価格（提案上限価格との差等） 9 第 14 号 

合計 100  

＊一次審査を行わない場合は、「業務実績等」の審査は、二次審査で書類審査する。 

＊一次審査を行った場合の「業務実績等」の得点は、二次審査に継承する。 

＊審査は全ての項目において，Ａ評価からＥ評価の５段階で行い，採点は上記表の配点

に下記の率を乗じて算出する。（小数点以下第１位四捨五入） 

＊選定委員会の審査は、上記太枠内が対象となる。 

Ａ評価 配点×1.0 優れている 

Ｂ評価 配点×0.75 やや優れている  

Ｃ評価 配点×0.5 ふつう 

Ｄ評価 配点×0.25 やや劣る 

Ｅ評価 配点×0.0 劣る 


